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研究課題名： 

整容性と根治性の両立を目指した乳房温存術および乳房切除術の有用性に関する

多施設共同後ろ向き観察研究（承認番号 18009） 

 

研究の対象： 

大阪大学乳腺内分泌外科（2016 年 4 月から 2022 年 12 月）と大阪急性期・総合医療センタ

ー乳腺外科（2014 年 4 月から 2016 年 3 月）で、乳癌に対して、整容性と根治性の両立を目

指した乳房温存術および乳房切除術（Oncoplastic surgery）を受けた方 

 

研究目的・方法： 

乳癌に対する標準的な手術として、乳房温存術と乳房切除術があります。1990 年代に、乳癌

を確実に切除すること（根治性）だけではなく、きれいに治すこと（整容性）も重視した乳癌手

術（Oncoplastic surgery）という概念が海外で提唱され、世界中で様々な手術手技が報告され

ています。大阪大学乳腺内分泌外科と大阪急性期・総合医療センター乳腺外科でおこなわ

れた、整容性と根治性を重視した乳房温存術および乳房切除術（Oncoplastic surgery）の有

用性について後ろ向きに調査します。研究実施期間は、西暦 2028 年 3 月までを予定してい

ます。 

 

研究に用いる試料・情報の種類： 

診療記録、カルテ番号、生年月日、手術情報、患者背景（年齢・閉経状況・身長・体重・既往

歴・家族歴・治療歴等）、画像データ（胸部単純レントゲン検査・マンモグラフィ・超音波検査・

CT検査・MRI 検査・PET-CT 検査・写真画像等）、病理結果、等に関する情報を収集します。 

 

外部への試料・情報の提供： 

データセンターへのデータの提供は、特定の関係者以外がアクセスできない状態で行いま

す。対応表は、当センターの研究責任者が保管・管理します。 

 

研究組織： 

大阪大学大学院医学系研究科 乳腺内分泌外科 三宅智博 

大阪急性期・総合医療センター 乳腺外科 加々良尚文 

 

お問い合わせ先、研究参加自体の申し出： 

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 

ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内

で、研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 



 
2022年12月3日 

 

また、試料・情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さんの代理人

の方にご了承いただけない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先までお申出くだ

さい。その場合でも患者さんに不利益が生じることはありません。 

 

  照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先： 

照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先： 

大阪市住吉区万代東3-1-56  

大阪急性期・総合医療センター乳腺外科   

研究責任者：副部長 田渕由希子 

電話 06-6692-1201  

 

研究代表者： 

大阪大学大学院医学系研究科 乳腺内分泌外科 三宅 智博 

 


